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2024年

森ノ宮には

博学連携講演会

日時

大阪城天守閣さまから屏風画像をいただけるかどうか

10:10～16:40 

何があった？―大阪の「ヒガシ」の

歴史をさぐる―

大坂夏の陣図屏風（大阪城天守閣所蔵）

下の(1)(2)いずれかの方法でお申し込みください。

(1)申込フォーム：本学Webサイトまたは右下の二次元コード「申込フォーム」からお申し込みください。

(2)往復はがき：往信用はがきに①氏名(フリガナ)、②年齢、③郵便番号・住所、④電話番号、

⑤このチラシの入手先 をご記入の上、下記宛先へお送りください。

※返信用はがきは両面とも白紙でお送りください。

〒556-0012 大阪市浪速区敷津東2丁目1番41号 南海なんば第１ビル

大阪公立大学 社会連携課「森ノ宮には何があった？」係

※受講の可否は2/21(水)までに通知します。届かない場合は必ずお問い合わせください。

(問合せ先) 大阪公立大学社会連携課 Tel 06-7656-5112 Fax 06-7656-5203

申込締切

2/12(月) 

必着

大阪公立大学森之宮キャンパスは2025年秋から、学生が集う活気に満ちた空間になります。

人々が暮らし始めるころからごく最近まで、キャンパス一帯が都市大阪にかかわって、どれ

ほど重要な場であったか、歴史の流れから明らかにします。

大阪歴史博物館（谷町四丁目）講堂

2,000 円どなたでも 250 名（申込者多数の場合は抽選）

申込フォーム

大阪公立大学×大阪市博物館機構×大阪市文化財協会 博学連携事業

会場

申込
方法

対象 定員 受講料

（受付9:30～）
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始

会 場

⼤阪歴史博物館 4階 講堂
⼤阪市中央区⼤⼿前4-1-32
Osaka Metro⾕町線・中央線「⾕町四丁⽬」駅 ②号・⑨号出⼝

⼤阪歴史博物館の公式ホームページ
交通アクセス ▶

閉会あいさつ

開会あいさつ
地
質
・
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10時10分〜 午前の部

⼤阪平野地下の地層構成と上町台地
三⽥村 宗樹 ⼤阪公⽴⼤学⼤学院理学研究科 教授

⼤阪平野には中央部に南北に細⻑く伸びる上町台地があります。本講演
では、⼤阪平野地下に分布する地層の概要を⽰し、上町断層によって隆
起した上町台地の地形とそれを構成する地層や地質構造について紹介し
ます。

⾃然と共⽣した縄⽂・弥⽣時代の
森の宮遺跡の⼈々
⼤庭 重信 ⼤阪市⽂化財協会 学芸員

森の宮遺跡は、東には縄⽂時代から弥⽣時代にかけて河内湾から河内潟、
河内湖へと変遷した⽔域が、⻄の上町台地には未開の森林が広がってい
ました。こうした環境を利⽤しつつ狩猟採集社会から農耕社会への変化
のなかで、特徴的な⽣活・⽂化を営んでいた当時の⼈々のくらしを発掘
調査を通じた考古学の成果から紹介します。

難波宮を東に降る
― 上町台地東辺の歴史的環境 ―
李 陽浩 ⼤阪歴史博物館 学芸員

古代の難波宮は、北に内裏、南に朝堂院を配置するなど、南北⽅向の軸
線が明確です。⼀⽅、宮殿を東に降れば何がみえるのでしょうか。難波
宮から森の宮遺跡まで、上町台地を東に降って、当時の歴史的環境を考
えます。

休憩（12時15分〜13時10分） ※会場内でお⾷事はできませんのでご了承ください。

13時10分〜 午後の部

戦国時代の森村と⽊村（このむら）
仁⽊ 宏 ⼤阪公⽴⼤学⼤学院⽂学研究科 教授

戦国時代、森村は⼤坂本願寺・寺内町の東の出⼊⼝にあたり、交易で栄
えていました。現在の桃⾕駅東側にあった⽊村は、天王寺と河内⽅⾯を
結び、交易やものづくりが盛んでした。上町台地東側の「村々」につい
て紹介します。

⼤坂城惣構東南部の姿
松尾 信裕 元⼤阪城天守閣 館⻑

豊⾂期⼤坂城の周囲には広⼤な惣構とよばれる空間がありました。その
東南部には武家屋敷が建ち並んでいたと推定されています。発掘調査で
は堀や⽯垣などの区画施設が⾒つかっていますが、それらからこの空間
の姿を考えます。

絵図・絵画にみる江⼾時代の森ノ宮
― 武家の地と都市⺠の⾏楽地 ―
⼤澤 研⼀ ⼤阪歴史博物館 館⻑

江⼾時代の森ノ宮を特徴づけるのは隣接する徳川⼤坂城と付属する武家
の居住地の存在、そして19世紀の猫間川改修で⽣まれた⾏楽地や寺社で
す。絵図や絵画作品を通じて⼈びとが⾒た森ノ宮の姿を追体験します。

砲兵⼯廠の建設と⽣産
三宅 宏司 武庫川⼥⼦⼤学 名誉教授

商都⼤阪は軍都としての⼀⾯も持ち、明治初年以来多くの軍施設が置か
れました。森ノ宮には全陸軍に供給する⼤型兵器⽣産を⼀⼿に担い続け
た「⼤阪砲兵⼯廠」がありました。砲兵⼯廠が、環状線外（東）側まで
⼯場区域を拡⼤し、⽣産を強化した実態を概観します。

国鉄・地下鉄森ノ宮駅の開業と周辺開発
櫻⽥ 和也 ⼤阪公⽴⼤学

都市科学・防災研究センター 特任講師

森ノ宮の辺りは広⼤な戦跡です。⼤阪メトロの森之宮検⾞場は練兵場で
した。終戦時そこまで拡⼤していた砲兵⼯廠は空襲で壊滅し、いまも不
発弾が出⼟します。砲兵⼯廠の跡地には、城東に森之宮団地、⼤阪城公
園には市⺠の森ができました。ただ、砲兵⼯廠の旧本館まで取り壊して
しまったのは残念でした。


